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沌辺･tt二義 :拘性に附すもてtl的琶文 (薪ニrJ)

碑安を含むダイナマイトの固化について

lq I,125年 bJJlbH ･p< fq)

碓 井 武 備

H本場口々t式全音と未ウTl与.I
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A l 事‡ 日

岡化 し一二g'ィナマ イ トは.lJTl'甘BFもさすJl他;lH粁 F'.
1*-か ･.=きわ.bてイ寄 合な もので むら｡牝LTl研究はLr

∫･J･で イトJ)球形に罪す ろVT記の捜1'･に於いて朋 まう

A;･7であったが ,IR打上柑 こ3:をilitす ,ifiiJ皿 と,Rl.i)れた
I.で光 に77った ものである｡

札'kを含む勝 二PJJT釆 ･ ナイJ･-.･イ :･に於いて

iitilさ.-/_ .!化が･,FT安･Lil汀ヒ,=技11.iY:こ ね 13で:ちら

r4 1 繋 D辿 る姐Tt変化DJJJMbl.その

閃子で緒に故丑をRけちのは合判水分と.嘘TLL,.]1-J貯班を劫じて繋の辿るia度At化である｡
ktに起った同化の溺馳 ;PIl租でらち｡

g2 葉 虫 方 法そこでL'Jjの笠箆上退座文化を机安かE映且匹を弟

として上下し田)の唾に分lAした｡珊 水釧王的安永分･Tも糾

ヒさせ.その他D水分!ミ一軍のものを用ttI.J.貯雨

中のPtitは地 入りT-i,チ-3-に俵b403Cβとき5叶●

とする｡倍化の羽守比は色■･考えI}rtるか 中で壬,比脚 的と思わ7L

ものは悶化した･Eがi･2さ71ろ吟のa芹の力をまめろ嘉でもJ)
,そJLは只汀にbI

えらitた歪と蛮力究俵より求が Lは長い｡招く2.は判定の一例を示すもので¥は0.25k

dcn=1:uこのカでは班 につぶJしろ｡錐也に施用したブタス

トJ-ダ



gS エ 徽 火 稀 払 卓也 茄 128 郊 2甘

dl tイナ▼イト,i(分の㌫正 也化カ ,Iシナ⊥入 り

ヂJJケ -p-で 鳩 時間

el fiナマイHJ'且定忘空 諒宏用 の '_'ユレク

ト.頂 iエペン'/-rrの中に凍ヽ

f)4rイナT イト 氾帝王鼓7)招き3位
ど)臓 所gj!度訂度･LnJデシナlF一に?j1,1･
:純とPF.Lt切

hヽ帯放中 の範毘変化の濁E

i､脈 放 資 丘0-叫 :SO-1JOF'-1:1

i)軌成 X'G 29,-.,h'Cl.17.和澄 朗･53. 木取

り.占,hTt劫 3.0,ナフタfJ'/ i

klvt'tは包鼓し七ものとし,I_･し･7')のと二つに分け
ろ

何4同イヒした例

◆

ヨ 5 何食しない桐 34 包黄:王相帯を似てflい

,水分の外界とJ捗ほをi芯すら亡P･11ヒは貯ま護摂言と
稚 さ Jくせ似て読+ I

7.3 実 監 ′その い凸)完投の鼓.q測 られた成拭C
1何々71,ヱ▲引手ろTPに笥きて■る士･･.>手.̂代滋的な-iL
=藍をTn 3iL':5に虎ナ｡図4は田化した句合で団5は固化

したL･柏倉て3-,ち;b,希々の韓.7!む団炎に環(,･す
れi･三t.』6,7の如く,祖6はJ{イブ･マイト水分と
Lll.Wtとの門持.団7はダイナ-/=･粉とデシナ
-5-申て.T=確守化てもろ.
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李4 事 載 (その l)
+I Egl7のA4i=Ih･.=I三′イナIrLト水分0,5

一山6'.肋 Lら王に悶化が如 JJlLl_..文′イT-

イト合判か 王立文化のPlに払 ･て堀 又は史披7)
肌 刊 t10,5･･〃JST.'にもろ事はd!払 ･. この新

和 ほ.培ttに.SZ.Cと上下Irろ事たく,又比宅のだ化
は丁であり,又未知 聯 二多く'_'7u洞 化は'たく,

又包光したものは全く川化してAL/=い.

奴上とai:てこの41合か早化!卿 ID伽 みlニiB
められろBl化である.
b) 父兄alLこか.てYIZIc:C巾DiLm 化の
ものはt.づiLもほぼ同一の托上に付し.水分に比例し
て悶化はl外し,その田化は A Q▲こくちべ決定的に

書′三しい.他 で BIは印安が.仙TI打-Iの文
化でもり,CB!Eとト･Ⅳ-Iの甘化でもろ｡そこで

～17r共致7)Ⅳ-Iが和Jとた.)(一･打 は掲化.ニP.
柁3とな('1=いのではないZ)･と丑A言LLろ｡rにBJ化

したものはいづれもluiに小とlとりえ防 ITろすむR:し
て丘Tl舵 の〔-tのttfを抑 ってP!ろ.
c FIL:くB,C匂■化の持tt.=払 ･ては朋 の
斗合唱 が〇分のBIたく-8 こ喝化し.又包♯Ll=い
のは_特;二側 追畢にか ･くそZ)田化J,珊 いJFがJq
外,I.･く一わらLt,匹Ltl淵 をとも1-与Ja合に上J)汰
L･｡.Bしこ噛 ま淡交的●ニ大きくたい●I三突当り,安
も*ざlrrqllは_泣丘のJm と打た7)合11水分の*小
にもろ材が分ろ.

鉛Jtの'ABで相 中APa.C糊 のiA卓

と出 の別 はP Cの相 はdrRの柳 曲

投の少しTl=位℡する附tである｡

d) rq化した硬さの提腔

AqJ三柵允を以て脚 Lがたいl叫it個化である｡
又 ZJ,C!円はタイナVイl･水分051'･lll下 (枇 〉

(三t)00■lJl下)のものは糊化してもOJ5kdcmt以

下で肝C仰帆Lこつぶし柑ろが,之が 1'kgkrn!以上に
f=1JといlJP柑光ではつぶせたい.

量5 辛 JB(モの 2)

式に州 ヒの性f*台上I)一柳 か:こrろために即 の
一主壬t,丘◆■こ(化させた坤 をffつナL.

そして火■の齢 実軸 は糾 し又は′イナー

イト水分1-I.'4化馬鎌田にriてin 上に分七さJtるらち

個 上J)f9ちtLた奇才【也の卿 のiE切t'罷h;こJナi･
監を机 .ことつて京ナとか ･'=雄 として売突き1L.

(司8)
に○'lt

と(=ろ暮せ,I:していろ.むし牡の確 のEl.こきわめく
恥 JUのtZJEをとった1台そ♪代相 としてJliF

千坂 L'1.=してもAくこQ)芹肺 三夫LD六二】;TiElわて

l}1..

雌 賀 (Jワシ1 ftをRrEJ75･)
lC〇･_1■J ill
6【l-_SO.lob-141)_11 95
… I TlIZD･Lr4L) jO

16 考 帝 くその 2)

打r伽 姉 faA (-_その他 t it,7e丘′.fiTl乃
ft苅穴 L.に,tは官立とすれほ

i:ユIl'

l･L･′

錐史に11子ら:球状であれは K J,上-76で K1-6
又立棚 であれはK-6,1 1で,やはlR比は丘で月

班はふi-_lLに比桝する.又tBのJlシ甘lilILに

比卯十ろ払 榊 一押化正Rの統計b:/ワシJt.i

北岡する耕土97か.ニ印安のn '紗こ此持して恥化は上
井していろ:事を肴rt.4;'=あろ｡文男n三lIJ レ
で軸 と変っていちが,碕安n手が 3 ′ シ以下た

ちは化は全くZilJ)f9J=い事を東十.田も,功をtr系
でlLくat.i:<ayJt･その他地 合して方に形式され
ろと,牧子が大とT=れi僻 の脚 か-.少く''=t,戟

h'綻汲L<モカZE帖 は#少･rろと恥 こ:L.-G Yル''=

･･い J･-:.I;::: L 畏

ど
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河 9 tF甘E!ZIR任のPl攻

1_'SE粥として.伽 017ヱ57_'の屯分.耳と同一a

境のものthlウ荏 21IIの嘩状にまおし.包某氏を
似て包楽し-LZLE)Dh .▼>rペーハーを似てその
狩 を毒くこすって紗 的.こa蛙 流に臥 ･PI辰を作
l,良化 (JJallせしわた折,現9人ナ ナの如く明

かに肋 の臥 ･grを払って古rign!した.

Z8 実 JB(その 4) rZとJtも型の固化
今までの実辞はA型をのぞき文書 (その5)に稚
された如くいづれもg;

の帝SLT=U空Ii,基する

用化についてT=言iし

た｡EP.),J4化の妄内 l̀

であるiLM 化は掛 1.

なく筏且より轍 へ7) .

汲耽 化であって.そ .

こに読されろ月状なtj: ''
hh'._frf:Rのt≡渉に上る
ものでも,-}ことが推‡il .I

されろ｡此処に灯に和 ･'

'A'の印 そのものがPll 1q
四とIZろかirかは硬に t..

彬 的 in乱 か ･inも･
度射 ヒ(例えLi40-I

6OOC)7'rJJえろ抑こ上

ってFGzめられ7/Cもろ ー
～.PLiL,C4の川
畑は別としてiA産妊化

が逆の】妙分 (1/LI弧)
に際してfBめられろR)

化は矧二m幹 界~に
ti放った研究にも見ら

iL.かかる形の巨財とL=ついて増 した.英Jlは巾とR
a包軸したものについても並行してrrb九,蜘 月

に1140DC叫 ∫u Q)♯R･下にBZかれ 捷20'C60｡J

Ziに切L)かえろ｡

肘 はetgAL捷JtZ+M ろ.

蛾 風 土EillOの如く棚 したものは全くB舵.三
勘 らかす.旬弟し'な.いものは,20.C のfシナ-I
ーL=鞍でろIf.たちtち阿化し,fbz)A重み軒 と
くらべJtLfPじ史E*とJいtLl;ち珊 '.一義でもろ 足

芸は大とたるI｡Jtの文書は宙の二つとAつ.た弔7)凹
化として似 もろ7Pでもろが.-瓜になるr<ナ▼1
日)】当化は.机上の79 と缶t:貫町のqL分こあてはめて
考えれば,ZI妙 ;生P ものとJuJLろ■

i9 実軸 具の封 ●

先払こ空賭すろかにだJこ沸 ?)払ナとして也上のF

莞銭発を暮捜してふろことにすろ.

(lJ 手l札紺 ,W 共10°C一二L=陣つとき
包果し!=ものは内化しlrtl.鮮 rl雌 するとき
丑表{_'抽化を′汁 .こZLはttだItをあわせ1定して
All-Kわた. 文選7)LAqのときも生らくktttIでもち～.

(2) 32手C を弟として止弁すらときはtL井7)か封
をPlbで巾安九分に比MLt朗化する.又その迫引1
枚当火でもろ｡与叫 卦土地 十ろ.
(3) この連か■介心強した ものは柔くJJjE化した

い｡PRL花畑の件昨ト'Cはld化する｡LLJ化したものは

敬鞍する｡
経って32E'Cを汝として択一苛む含淵 変化J払

A.C,VC咽は,H羽o)代̂ すろ阿IEを屯王し.
芯-･沢を含む射 ヒ利蛸 妹の脚 のみに召恥IrLllヒを
示し.1/11及び C,1/Cも比の可桝 はあるわけC
.L.ら.

潔し A 又は 】/jlは姐常hLldしろtJh.脱化は,i:さ
ない.,

故に黙し邦のtZ娘が拙 eあれは也l川IろELTJT化は日
野のIで炎するlt馴とでもI).もし雌 かイ･完全であれは
I/Bの欄の剛 とが母ろTil低位がある一

着10 漉 き舌

Z') 珊攻を合t.･岱!Eの開化は.人件夫の三らのQ
に分妃lLはる.

b)｢蚊の招化はLI柄であり一軒滋の'R葡帥こLt

稚 相 の文化 吐出陀止の留守 7kaの彰苛 比i空位 軽砂のDZl作 州 とのRdE
A 朝 と し 乾 性 ♯Jdにたし 甘血(軟や) た し 0-iS

Ii y_ 任-古 称JIになし B=tNLて上鼻 al少(世Zl) 書 2-4

Z/R31 誘-･拝 せ 抜 放8tして上井丁 やb(牡Ja) T_LL1 2-J

例して上井すろ. tJL下'eもろ.苫しいものは1kde.I.'以上にも汝ナち.
C) BQZ)且文に桝 ,-.･き白化は 〇･月上砂亡が 棚 に性力せらJLた俊■牧正氏に曲 ナろ｡
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文 献

1) 内TTl m̂･A沖 化学工学 pdOl

IJTi t旬狩青の7Y発fEに&て 101

2)LDVry.Ht=TmlTIP;IS･CJ391011920

07)CakiJlgOfDっ仰amite

ByT SaJm l

1)Ctklt)gord〉m ktEDntJLizIIZLgJLnnOEitzDTlitL&te=事CIAnlL;d 柑 (01lo■一

･,rfX ChTBfiof ..a.,1:賢 LflLu.. 怒 ,Pt 濫 Z.o三 "ird:毘 olil諾.Tn'te

A 亡Otl～tAJ)t 0.1-･瓜ユi

I) -otF-hdBh rrO慧認 諾 L｡ d- y亡･ 2･0-.A

I/a heigb- 1o'N W eP Lbo▼Jt(り IELETtn nO エ0-30

2l ConJtOn亡止ltlgtdo5P tOIiTrp亡,m d,yoT父 ttLLndl,Its■tr亡nglhb柵 t9=qe止1コ

1k壬 CtELf▲ t-T(ib･泊 YtzLIllco.Ltd..Ta血EtOITO JIK tO=7)

電気雷管の膏発性に裁て

(qFa26年 S月 1011香 花)

明 石 苓 作
(光たせ小舟工を)

だt-≠um 3tL不Qと'_つてBtったit九打者と3<て且も上帝PlI血BてblもJJI7kでJ:g
aせ^rf父母すむものが斗舟I=*i,かつ た｡これと多くZi切とW 3せて｢心tH Jと行った]さ介
上か,#Lt円Vの-付加 J)杜古格ftIこ掛こ多い｡常BJこIJ-い絶やのあも文名下は大群rtli耗
1tの下杓,l上S･J7Tt:でlHlけて兼たが,第L=Jt..L如 }抗の不損にキ〃-elのF(lilJ=由ぎ･rtl=#

*Jこ大t乃TLPLlZBが甘んIC柵もtn.C.之噂lこiEて).t史的7t研兄t試みた｡
(り ,I.'地 政を知ろこと

7 7t先℡書の不発LR田 (2) .I秋哨刊】とにl企折現時批 知 ること

机故では,,'E=LW ろIこTuりす,舛卿 DJui?lこ何故建つ 'C'あろ｡

たか｡虫とも廿止Lこ
(り m廿の).'.t火解糖の巧く拘

(2) .1●l火Ⅶ姓は杓っていたが,和一r叩木内で砿渋
UEの災なったゆ分

この二つの肋 :多いと必もれろ｡(2)の朝命は匡拓

の城ろ.如 lらの洞宅の均分もあり,又はそのT3廿日体
の榔 l丘桝の七枚 比の不良 (任下)に何十も秒合
か々えられろ.

諸口のlI合これ等の故F卯三城ろ脚 1麓のものと

すれは正銘m竹の姓他でIJに群発性のqS･大きくしな
t尉いt仰 竹と敏捷させることは取材である｡

且 t九I書の軸 性

Ⅶ>.t甘町の井父性のdi･左右するもの[-_.そ7tにnJ
I･られる.･.LLikNの珪並に書せられるもの9:大昔分であ

ち.Jniしてそのttl℡℡卿 姓を.･知ろには

児腔を放ろrl的C比,fi屯fdの花tjt抵抗を榔L'して,

鞘 AL抑こ於ても之を械ろ胞肌に刑まろ仙 7ELで1-～
ろが,このJliはyS粉にⅧqm幣の薮蛇の絹をJLろE川')

からは余勺出にTZらない｡何んとな1uf,TZ:'̂百群のq
撃射 .̂それの.L■t火))帆の大小1=拭ってP読されろもの

で,屯昭に唱法 JS･lWJILliけ姐 した特g)確証ノJt六
J(は大式でJiわされろ｡

K 撫 ･馳 ･- 奴̂ 糊

そこで松 rなる屯iEtにqI淡1,時m りこけを適し

た特に免二たすろた地 Q

Q÷5:I-J･ ,-･iXの放下雅

一方,長さL.帆 的.,Et文 γ;LtX cなる電由
を1王女 Tl=1ナ広めろにFナろ17iJLrf- (_Y IJ-_

¢′.L･▲･?･t･'r




